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～ ～ ～ ～ ～ 考える会 会長あいさつ ～ ～ ～ ～ ～ 

千川中学校の建替え等を考える会は、

令和 2年 7月にスタートしました。前号

では、これまでの活動として、学校改築

の専門家を招いての勉強会や、生徒・保

護者・地域の方等に向けて建替え等に関

するアンケート調査を実施した結果をご

紹介しました。 

今号では、現在開催しているワークシ

ョップについてご紹介します。ワークシ

ョップでは、コンセプトづくり、施設計

画の検討、建物配置等を検討していま

す。 

永野校長に千川中学校の建替えについて伺いました 

◆永野校長の考える「あら」「たから」「みらい」を教えて下さい。 

── 千川中のスタッフ全員がいつでも生徒のことを一番に考えており、生徒がいつでも気軽

に学習できる環境であること。加えて、地域の方がいつでも利用できる（地域の行事・祭

礼・地域の運動会等）環境だと思います。 

── 防犯対策が弱いところと、地域の人がスムーズに使用できず、学校の中にはどんな施設

があるのかよく知られていないところです。 

── 学校としての機能を維持しつつ、新たな時代にしっかり対応できる学校となることが大

切です。急な異常気象等にも素早い対応ができる地域の拠点（屋根付きの広いスペー

ス・外履きのまま行動できるスペース等）となることや、コンクリート仕様をなるべく天然

素材に変換し、自然と共存のイメージがもてる環境とすることができたらと考えています。 

◆新しい千川中学校をこんな学校にしたいという先生の想いをお聞かせください。 

──地域の方々にいつでも見守られながら、いつでも地域交流ができる千川中。最新の ICT機器が整い、広々

とした空間の中、最新の教育施設の整った千川中にしたいと思います。 

  

建替え等を考えるワークショップを開催しています！ 

編集・発行：千川中学校の建替え等を考える会  
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【 ２０２1 年 ９月 】 

あら 

たから 

みらい 

会長：伊藤 要 
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ワークショップ（3月）：学校への想いを語ろう 

最初のワークショップは３月に開催し、皆様から頂いたアンケート結果を踏まえ

「たから（大事にしたいもの･こと）」「あら（直したいもの･こと）」「みらい」

の意見を出し合いました。 

～ ～ ～ ～ ～ ～ 主な意見 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 
 

ワークショップ（６月）：めざしたい学校の風景 

６月のワークショップでは教室＋廊下、学習情報センター、ホール、集まれ

る場所、体育館の５つの場所について、写真を使いながら新しい学校のイメー

ジの意見交換を行いました。また、後半では３つのグループに分かれ、ブロッ

ク模型を使い、校舎の位置や高さ、校庭の広さ、体育館の位置など、建物の配

置を考えました。 

  

みらい たから あら 

生徒の居場所となる学校 

改修したトイレが人気 

ＩＣＴ環境の充実 

木のぬくもりがあるしつらえ 

教室以外に集まれる場所、 
リラックスできる所があると良い 

広いエントランスホールが良い、 
地域の人と交流できる 

眺めがよい居場所があると良い 
（学習情報センター等） 

仕切りを無くして、柔軟な空間に 

新しい時代の学校づくり 
（機能・配置・設え） 

ポストコロナ時代の 
学校づくりができると良い 

プールと校舎が離れている 地域交流が生まれる学校 

校庭をできるだけ広く 

地域交流が生まれる施設（高
齢、子育て関連）の併設 

建物の高さを活かす 

歴史的なシンボル 
自慢できるものがあると良い 

生徒一人ひとりが見えやすい 

地域のお祭りの場 

桜、樹木（緑が豊かな環境） 
校庭のタイサンボクを大切に 

落ち着いた環境が良い 

『千川』という地域の名 

空き教室が多い 

教室が狭い 

閉鎖的な図書室 

体育館の位置が良くない 

教室等の配置が分かりづらい 

学校と地域の接点が少ない 

シンボルになるものが無い！？ 

ISS（International Safe School）活動 
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～ ～ ～ ～ ～ ～ 主な意見 ～ ～ ～ ～ ～ ～ 
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・集まったり交流しやすい廊下 

・教室の区切りがない自由な空間 

教室･廊下 
・仕切りがあるようで、つながっている自由さ 

・生徒と先生の交流や、落ち着ける距離感 

写真の 
特徴 

・ガラス張りで眺めが良い 

・高い天井でボールが使いやすい 

・大きな吹き抜け空間 

・くつろげる畳コーナー 

・広いベランダでくつろげる 

・雨の日でも外で遊べる（？） 

・明るい吹き抜け 

・自然を感じられる木質 

学習情報センター 
・気軽に本と触れ合えるよう、開けた空間に 

・落ち着いて学習できると良い 

・本を選ぶ楽しさを持てる場所 

・プロジェクターなどのイベント対応機能 

・地域に開放できると良い 

体育館 
・１階が良い（避難所の物資搬入） 

・開放的で高さがあると良い、 

日の光は大切 

・オーソドックスな形は機能性の

良さがある 

・従来の様な集中しやすい環境も重要 

・直線廊下は使い勝手が良い 

ホール 
・木のぬくもりが良い 

・コンサート等で、生

徒も地域も楽しめる

と良い 

集まれる場所 
・緑を配置したり、内と外が

つながる空間が良い 

・雨の時も動ける場所、運動

会の観覧場所としてのデッ

キも良い 

北 

飛び地を有効活用したい 建物配置 

外からの視線には配慮し、 
屋上等に開放的なプールにしたい 
１階に体育館 
校庭との行き来がしやすい 

建物は南側を高く、有効に使う 
校舎からの眺めを良く 

吹き抜け等の光を入れる工夫 
木のぬくもりや自然の風合い 
雨天時も活動できる場所 

校庭を広くできると良い 
豊かな緑の環境 

新建築 2019 年 6 月号 追手門学院中･高等学校 
撮影 新建築社写真部(C) 

新建築 2019 年 6 月号 桜川市立桃山学園 
設計 川原田康子＋比嘉武彦/kwhg アーキテクツ/撮影 新建築社写真部(C) 

新建築 2018 年 3 月号 釜石市立釜石東中学校 
設計 CAt/撮影 新建築社写真部(C) 

 (C)JDP GOOD DESIGN AWARD 
http://www.g-mark.org 勝浦町立勝浦中学校 

 (C)JDP GOOD DESIGN AWARD 
http://www.g-mark.org 
江東区立有明西学園 
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ワークショップ（７月）：めざしたい学校の風景２ 

７月のワークショップでは、基本方針（こんな

学校にしたい）の柱となる「生徒の居場所」「千

川中学校らしさ」「地域交流」「防災拠点」につ

いて意見を出しながら、学校のコンセプト（私た

ちの想い＝大切にしたいこと）となるキーワード

について考えました。 

 

ワークショップ（８月）：提言書（案）～大切にしたいこと～ 

８月のワークショップでは、今までの意見を取りまとめ、中学校建替えのコンセプト

（大切にしたいこと）を決めました。 

 

 
 

 

 

 

【生徒たちの居場所】 
生徒同士、生徒と先生との仲良さが魅力 
勤勉で、様々な部活動もあるのが良い 
広い校庭、雨天も活動できる場所 

【千川中学校らしさ】 
タイサンボクを大切にしたい 
タイサンボクを柱や装飾のデザインにしたい 
川、眺望や校庭の樹木等の自然 
アトリエ村等の歴史や景観を感じられる 

【防災拠点】 
10年以上続いている防災教育 
東日本大震災の教訓を活かした防災の拠点 
災害時に活用できる設備 
（防災井戸･プール、雨水対策も） 

【地域交流】 
お祭りやイベントでの交流を継続したい 
建物高さを活かしたい 
（地域向け施設等も併設してはどうか） 

こんな学校にしたい 

都市の文化と歴史に包まれて、楽しく学び、仲間と集い、 

地域と共に歩んでいく千川中学校 

考える会スケジュール（令和３年度） 

  
提言書を

区へ提出 

考える会 

（6月） 

考える会 

（7月） 

地域の意見を 

提言書案に反映 

施設計画の検討 

建物配置の検討 

考える会 

（9月） 

 

地域説明会

の実施 

ニュース 

配布 

提言書（基本構想案）とりまとめ 

ニュース 
配布 

４月～７月頃 ８～10月頃 11月中 

ニュース 

配布 

考える会 

（8月） 

※緊急事態宣言の影響で、 

当初予定から変更されています 

●千川中学校の建替え等を考える会のお問合せは… 

豊島区教育委員会事務局 教育部 学校施設課までご連絡ください。 

電話：03-４５６６－２７８９／ファックス：03-398０－７２００／メール：A0029257@city.toshima.lg.jp 


